
出資法人等経営状況報告書

1作成年月日及び担当部署
令和元年 8月 27日 産業観光交流部 産業政策課

※以下は平成 31年 3月 31日 現在の内容です。

2法人等の概要

3組織
(単位 :人 )

4主な事業
住)酒類の製造・販売

121 道の駅よしかわ社氏の郷の管理運営

俗)米穀類、山菜(きのこ及び農水産物の集荷及び加工、販売並びに研究開発

14)四季菜の郷 (区内農家が農産物等を持ち込む販売施設)の管理運営

1

株式会社 よしかわ杜氏の郷

代表取締役 土橋 均

□ 常 勤 ■ 非常勤

ロ プロパー   □ 市派遣 ■ 市兼務 □ その他

新潟県上越市吉川区社氏の郷 1番地

平 11年 3月 21日 18■ 150千円 82.6%

酒米の生産と地酒醸造による消費者との結び付きにより地域農業の発展、農家所得

の向上を図るため。



5事業実績 (概要 )

営業収益 (売上高)は、前期の同時期との比較で 2,151千円減 (3.2%減 )の 66,017千円と

なりました。

主力である酒造部門の売上高は、54,104千円となりました。清酒業界における出荷数量の継

続的な減少という厳しい経営環境ではありますが、各種イベントヘ積極的に出店したほか、

吉ナ|1区内での販売促進を目的に実施した会社設立 20周年感謝セールと春のキャンペーンで

は地元の小売店とタイアップし、一定の成果を得ることができました。また、ロンドン酒チ

ャレンジ 2019に出品した「天恵楽特別純米酒」が最高位にあたるプラチナ賞を、上越酒蔵研

究会では「大吟醸酒」が第 1位を受賞するなど、主力商品は高評価をいただき、翌期以降の

の販路拡大に期待を持てる結果となりました。

売店部門の売上高は、8,255千円となりました。前期に引き続き、鵜の浜温泉旅館と連携し

た宿泊客の誘客や観光会社への営業展開、定期的なイベントを実施した結果、店舗利用者数

では前期の同時期と同程度の 7,123人となりました。      
′

販売費及び一般管理費は、旅費や人件費等の全面的な見直しを行い、前期の同時期との比較

で 278千円減 (0。 9%減)と なりました。

この結果、営業損失は 3,933千円、最終的な当期純損失は 3,199千円となり、4期連続の単

年度赤字を計上し、第 21期末の累積欠損金は 75,556千円となりました。

O 部門別売上高実績
(単位 :千円)

※ カンコ内は、第 21期 と同時期 (7月 ～翌年 3月 )の売上高実績です。

※ アイス部門は、第 19期途中に自社製造を取り止めたため、第 20期 から部門を廃上しました。

※ その他の内訳は、市からの委託料や農産物販売所よしかわ四季菜の郷の管理料などです。

○ 店舗利用状況
(単位 :人)

※ カッコ内は、第 21期 と同時期 (7月 ～翌年 3月 )の利用状況です。
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項  目

第 19期

自 平成 28年 7月 1日

至 平成 29年 6月 30日

第 20期

白 平成 29年 7月 1日

至 平成 30年 6月 30日

第 21期

自 平成 30年 7月 1日

至 平成 31年 3月 31日

備考

損
益
計
算
書

営業収益 (売上高) 92,272
92,445

(68,168)
66,017

営業費用 96,515
102,391

(72,629)
69,950

57,226
64,386

(42,699)
40,298

39,289
38,005

(29,930)
29,652

営業利益 △ 4,243
△ 9,947

(△ 4,461)
△ 3,933

営業外収益 805
1,781

(1,631)
992

営業外費用 379
75

(58)
41

経常和J益 △ 3,817
△8,241

(△ 2,887)
△ 2,982

特別利益 0 0 0

特別損失 250 0 0

税引前当期利益 △ 4,067 △ 8,241 △ 2,982

法人税等 290 290 217

当期利益 △ 4,357 △ 8,531 △ 3,199

項  目 平成29年 6月 30日現在 平成30年 6月 30日現在 平成31年 3月 31日現在 備考

貸
借
対
照
表

資 産 136,744 126,135 123,250

負 債 16,421 14,342 14,656

純資産 120,323 111,798 108,594

184,150 184,150 184,150

△ 63,827 △ 72,357 △ 75,556

0 0 0

6財務状況

※ 第 21期 は、事業年度変更に伴い、9か月決算となつています。

※ カッコ内は、第 21期 と同時期 (7月 ～翌年 3月 )の財務状況です (参考値)。

(単位 :千円)
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7経営状況の予備的診断

予備的診断フロー

No

Yes No

No

評価 A-4

※ この評価に関連する特殊な事情又は要因など特記すべき事項

4期連続で単年度赤字を計上し、第 21期末の累積欠損金は 75,556千円となり、資本金 184,150

円に対する比率は41.0%になりました。

Yes

Yes

4

A-1単年度黒宇か

A-2

累積欠損金
があるか

A-3累積欠損金が資本
金の50%未満 単年度黒宇か

A-4

累積欠損金が資本
金の50%以上 B

評価基準 備考

A-1 累積欠損金がなく、単年度黒字の
場合

引き続 き経営努力を
行 う。

A-2 累積欠損金がなく、単年度赤字の
場合

複数年の経過 を注視
しなが ら引き続 き経
営努力を行 う。

A-3 累積欠損金が資本金の 50%未満
で、単年度黒字の場合

経営改善の努力を要
する。

A-4 累積欠損金が資本金の 50%未満
で、単年度赤字の場合

経営改善の一層の努
力を要する。

B 累積欠損金が資本金の 50%以上の
場合

事業の見直 し等も含
めた抜本的な経営改
善を要する。



内訳 1平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 | 備考
―

①
道の駅よしかわ杜氏の郷

管理業務委託料
3,237 3,237 3,287

計 3,237 3,237 3,287

8市の関与の状況
(1)市の委託額 (単位 :千円)

12)市の財政援助額 (単位 :千円)

9今後の経営計画等
(1)次期事業計画

な し

5

内訳 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 備考

① 補助金 (助成金 ) 0 296 0
上越市雪室商品等

開発支援事業補助金

② 貸付金 0 0 0

③ 損失補償 0 0 0

④ 債務保証 0 0 0

⑤ その他 ( ) 0 0 0

計 0 296 0

第 22期は、営業収益 (売上高)92,956千円、当期純利益 518千円の計上を目標とし、良質な日本

酒の製造はもちろんのこと、ラベル・器などを見直し、記念酒企画等に取り組みます。

また、酒蔵と店舗を一体的に経営している強みを生かし、来場動機を高める定期的なイベントの開

催や、立ち寄り者数の増加に繋がる近隣ホテルヘの営業を強化し、今後の経営基盤の確立に向けた取

組を行います。

(1)安定的な取引基盤の確立   … 生協等の組織団体への新企画商品の提案とキャンペーン

の実施、市内外取引店舗への営業強化 など

② 新たな需要開拓に向けた取組 … ネット販売強化、雪室仕込みのセット商品化と販売先
の拡大 など

13)店舗売上向上の推進     … 立ち寄り団体の集客、イベント開催及び情報発信 など

14)組織の活性化        … 社員の横断的業務の実施による効率化の推進、損益計画

目標に対する検証と実行 など

【各部門売上目標額】

酒造部門   77,920千円

売店部 P日   12,000千円

その他    3,036千 円

(2)中長期経営計画



第 2-■期営業報告について

今期の国内景気は緩やかな回復傾向で推移 したも́のの、政府が発表した本年 3月

における景気動向が 6年ぶりに「悪化」に引き下げられるなど、経済情勢は不透明

感が増しており、地方経済においては相変わらず消費の低迷が続き、全体として弱

い動きとなつております。

清酒業界を取り巻く環境は、県産 日本酒の国内出荷量が 4年連続減少 し、1996

年 (平成 8年)の 80,371KLを ピークに減少に転じ、2018年 (平成 30年)にはおよそ

39,735KLと 半減 しました。これらは、日本酒以外の代替品との酒類間競争の激化に

加え、消費者の低アルコール志向など消費傾向の変化によるもので、業界全体の厳

しい経営状況の背景ともなつております。

このような中、弊社では第 20期において、余剰となり品質劣化が1懸念された在庫

の整理を行い品質保持を図る一方で、第 21期においては自社製品の販売促進に努め

てまいりました。その概要は、以下のとお りです。

まず、新たな売上向上に向けた取組として、 陶可田空港試飲会」や「東武百貨店試

飲会」など利幅が大きく、売上を見込管ことのできるイベントヘ積極的に出向いたほ

か、地元での売上を強化するため、吉サ|1区内並びに近隣区へのチラシの折込みやメデ

ィアヘの情報提供を行いながら、店舗イベントを年 5回、フェアーを 2回実施しまし

た。

特に、吉川区内での販売促進を目的とする限定販売イベントとして、昨年 H月 と

本年 3月 に行つた会社設立 20周年感謝セールと春のキャンペーンでは、地元の小売

店とタイアップし、一定の成果を得ることができました。

また、区外近隣地域での売上確保に向けた取組として、引き続きルー トセールスを

継統 し、県内のホテル、スーパー、居酒屋などを含め販売先の確保に努めたほか、年
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間を通とノて安定的な数量を販売できる新たな取引先として、商社及び大手ネット通販

… …__会 社 と―契約すIることめヽで,き 、酒部門の売上の向上に結びつき.ま_した… …|ィ …….Ⅲ  …

自社店舗への誘導策としては、団体集客のため長野県を中心に旅行会社への営業活

動を行 うととt)に、鵜の浜温泉の旅館やホテルに酒蔵のチラシの都屋置きを依頼して

来店者の増加を図りました。さらに、酒造りの工程から出る副産物を有効活用した
「酒

粕パウダー」や 「酒粕入リパン」、「梅酒の梅肉」などの商品販売が好調で、店舗
ヘ

の来場動機の向上に寄与した 1)の と考えております。

酒自体の商品価値を高める取組としては、市が設置した雪室に純米酒と純米吟糠酒を

2,500本貯蔵 ヒ′、雪中熟成酒として好評のうちに完売しました。あわせて純米梅酒も実

験的に 3か月間、雪中貯蔵 した結果、香り・味ともに好評価を得ることが出来、いずれ

も今後の売上増加に期待をつなぐ結果となりました。

海外からの引き合いに開しては、少量ではありますが公々に増加する傾向にあるもの

の、商社を通 しての販売が圧倒的に多いため、有利な取引に結びつかず、販売網の厳 し

い現実を打石皮するまでには至りませ A′でした。

第 21期の決算は、第 3セ クター各社の会計期間を
｀
「年度」に統一するという市の

方金十に沿つて、決算期間を昨年 7月 から本年 3月 までの 9か月といたしました。本報

告においては、対比を容易なものとするため、12か月間を計上した前期
。第 20期の

決算について、今期・第 21期 と同じ期間の 9か月間で再計算し、表 1の とおり整理

いたしました。

以下、第 2と 期の決算概況につきましては、まず、売上は 66,017千円で、第 20期

の同期に比べ、2,151千円の減少となりました。これは、日本酒需要の減少傾向に加

え、昨年まで上位を占めていた地元団体や生協
への売上が減少したことが主な要因で

あり、さらに、例年開催されてきた恒例の「越後吉川さけまつり」が台風の影響で中

止となつたことも売上を落とす要因となりました。
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このように売上が伸び悩む一方で、旅費・人件費など、販売費や一般管理費について

はヽ全苗的な文出見直 しを行らた結果●第 ″I~期の決算額は 29;652千 円となり、第 20

期同期比で 278千円の削減が図られました。しかしながら、施設設備が 20年を経過し、

蔵内設備を中心に経年劣化が進んでいることから、来期以降は修繕費の増加など経養の

増大が見込まれるものと考えております。

以上のことから、第 21期の損益は、第 20期同期とほぼ同額となる 3,199千円の損

失を計上するところとなりました。

|く表-1> 第20期と第21期営業利益等の比較 (単位 :千円)!

次に、第 21期の決算状況を部門ごとに詳述 します。

(1)酒部 F弓

売上は、54,104千用と前年比では 73.3%と 大幅な減少となっておりますが、こ

れは、上記でも記載 したとおり、今期は昨年 二月から本年 3月 までの 9か月決算のた

め、新酒の販売が本格化する4月 以降の売上が計上さ漁ノていないことによるものです。

こうした中にあつても、酒の限界利益率が口乍年の 54.1%か ら64.2%へ と約 10ポイ

ント向上し、第 19期並みの水準に戻すことができましたc

また、第 21期の酒の販売量は 59,356Lで本年 3月 時点での在庫は 65,198Lと なつ

ております。決算期が新酒の販売が本格化する前の 3月
へ移行したことから、在庫

8

販売費及び
一般管理費

当期純利益

(損失)
| :

売上高 売上総利益区 分

29,652 △ 3.199_生41v製 __…ギ_Qなと一………
H30,7月 1日 ～【131.3月 31日 (9ケ月 ) :

66!017 25,71

29,930 △ 3,177
H29.7月 1日 ～ H30.3月 31日 (9ケ月 )

第 20期
68,1,68 25,46

②

8,075 △  5,354
※ H30,4月 1日 ～H30,6月 30日 (3ケ 月)③ 2,24,2

38,005 △  8,531※第20期総計(12ケ月②+③ ) 28,092,

△ 278 △ 22△ 2,15
II第20期 と第21期の比較 ①一②



が増えておりますが、これまでの決算月である本年 6月 までには出荷・販売が進み、

在庫はR乍年並みの数量となる見通 しです。

催事・イベン ト等での売上は<表-2>の とおりです。新たなイベントヘの参加

や地元区民の皆さんへのキャンペーン企画などにより、第 20期同期との比較では

微増となりました。

こうした中、本年 3月 にロン ドン酒チャレンジ 2019に 出品した「天恵楽特別純

米酒」が最高位にあたるプレミ
・アム賞を受寅したほか、上越酒造研究会では「大吟

鏡酒」が第 1位を受賞するなど、主力商品は高い評価を受けることができました。

地元の酒として親しんでくださる根強いファンを大切にしながら、県外での催事な

どの機会をとらえ、今後も受賞を前面にアピ
エルした販路拡大に努めてまいります。

<表-2> 催事・ 2018年 7月 ～201 (単位:件、千円)

一

・

，

計

計

※参考 第20期同期(201T年 7月 ～2018年 3月 )金額合計 16,975千 Pl

酒類及び販売先別の売上は<表-3>の とお りです。これまで増加傾向にあつた純

米と吟醸系がほぼ横ばいの状況にある中で、大学口や普通酒など値ごろ感のある商品

や料理酒の売上が増加傾向にあり、引き続き、消費者
ニーズに即 した商品の提供に努

めてまいります。

販売先別では、決算期の 3月 への移行に伴い、自社店舗での販売が 16%と 低下し

た一方で、イベント・催事が 21%と 増加 しています。また、酒卸間屋や県内ホテル

9

9   ! 10 1 11 1 127   i 8

金領 件数 金鋲 件数 金額 件数 金額 件敷 1争額件数 金額 件数

1 1,189 2 861 2 :.446 211.3010 0 00大新潟まつり実行委員会

2 638 1 107 6 953 51 690140 2 4291試飲販売金

0 0 0 O 0 0 91 o1   686 1 1,530Iイベント

3 1,827 3 988 8 2.3Se J208i1   826 3 1.9592

3 合計21

1件数 金額 件数 金額 件数 金額件数 金額

0 0 1 1,971 9 910171 1  2,159大新潟まつり実行委員会
4 409 29 5,4673 261 1   5 1840

2 S35 4 2,8510 O 0 0イベント

3.015 42 17.3352,420 5 1040 71



などへの販売害Ⅲ合が減少とノていることから、お待意様への商品提供力を高めるととも

に、安定受注先の確保が引き続き課題となつております。

あわせて、利益率の高い店舗の売上をさらにf申ばすため、魅力あるイ
ベン トの上夫

とともに、道の駅全体の連携 した取組も重要となつてお ります。

比率販売先 売上(平円)i

イベントB催事 111367 21%1

2 自社店舗 81332 1 6X

3 ′`ルシステム 6,000 1 2X

4,867 9弘4 得意先
3.391 6X5 酒卸問屋

6 JAも 市役所 31157 6%

li380 2X7 県肉.道の駅直売所

8 その他約40先 15,110 28%

合計 54104 100%

比率商品名 売上(千円)

23男1: よしかわ杜氏大辛口

1 0 %2 よしかわ杜氏大吟醸

5,033 10113 よしかわ杜氏普通

4,603 9X4 天恵楽純米酒
41091 8ヽ5 天恵楽特別純米酒

料理洒 41078G

5%313127 天恵楽純米吟醸酒

1510968 その他9品種

100%54104合計

(2)売店部門

積極的にイベントの開催に取組み、知名度の向上と立寄り客来場のアップに努めた

結果、第 20期同期に比べ、ほぼ同数の 7,100人余 りのお客様をお迎えすることがで

きました。

なお、本年 5月 のゴールデンウィークにおいては、観光酒蔵しての特性を生かし、

酒をテーマにしたクイズラリーや有料で高価格帯の酒を試飲できる立飲みバーなど

の企画を実施し好評を得ることができました。

引き続き創意工夫をもつて業績向上に取り組んでまいります。

(単位 :人 )

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 期合計

H29 1!027 1,685 895 1,345 911 516 209 281 535 7,704

H30 1,021 1,477 898 1.078 997 526 247 357 522 7,123

<店舗利濡状況>

10
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平成

平成

30 年
31 年

７

　

３

月  1 日から

月 31 口まで

次

1.貸借対照表および損益計算書

2`株主資本等変動計算善

3.個別注記表

所 在 地 新潟県上越市吉川区社氏の郷 1番地

簡  号 株式会社 よしかわ社氏の郷

目

代表者名 代表取締役 土橋 均

●
縦距て
519925
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株式会社 よしかわ杜氏の安f, 貸 借 対 照 表
憲代表取締役 士1僑 均

平成31年 3月 31日 現在

1ミ

(単位 ,門 ,

く

●

薇
T(C

額 目

，

債
金
金
金
等
等
金

入

部

　

　

借
　
税

税

の　掛翻払　費受

領
動
　
朧
　
法
消

負
　
　
靭
　
払
払

ど・ヽ
嚇・賞
ｋ
未
未
来
前

賃

金
金

負

入
払

借
未

定

期
期

国

民
長

１

8,3781645
1,676.296
21436,000
3,847.601
217,500

０

８

０

４

８

４

６

４

５

４

6,277,55o
2.459,000
3,818,556

債  の

後
金
金
余
余

余

剰
剰

剰
崎
益

I評 価 4換 算 差 額 等

田新 株 予 約 権

の

資

(

主

本 余

本

　

剥

本
金
　
金

株
餐
　
資

3.利  益
(1)そ の l也
繰 越 利

000

1

△ 16

0

0

108,593,
184,150,

16６
チ

Ｌ

Ｏ

，…

５

５

５

５

５

５

Ｌ
Ｓｉ

島

７

守

７

産

産
物
物
置
兵
品
地
産

資

麟

・　

・ 蝶
搬
鞭
一
資

築

　
運
具

　

ス

定

固
　
　
及
　
器

形
　
　
械

両
具
、
　

．

固

有
逮
梼
機
車

工
土
ノ

ロ

産
産

ア
権

資
資

ェ
入

定
　
タ
ス
　

加

固

　
ト

形

．
フ
語

無
Ｊ

ノ
電

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
出    資    金
リ サ イ ク ル 預 託 金

阻 繰 延 賛 産

毯
一千

章
】
故

，

産
金
権
金
産

用
金
等

流
現
電
売
た
前

未

未 l鯨1愚
―

鞍
榛

舞
学

難

縦

螢
工
入
・た

一密

・際

1

1

0

2
０

０

０

０

０

２

０

０

９
〕

８

０

０

８

１

５

６

62,555,982
60,750,595
36,087,737
2,815,499
2,849,769

1

238,746
15,898,270
2,860.573

７

０

７

０

６

０

６

０

１
，

０

６

０

７

７

９

０

８

４

９

４

６

３

２

5,3951681
541,967
10,286,500
44,201,810
250.374
17,258
10

60,693,

の
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0
損 益 計 算 書

7 l瞬

3月 3 1日 まで

(単位 |

秩式会社 よしカ の郷

△

37

9,

,0 9,027

36,031,618

66.327,619
8091902 66,017,717

49,298i4織 9

66,327,619‐

5,499々 547
3,70∝ .300

26,719,268

20とi盛免,0892ei 6.襲1089
3,932,821

991,896

40,756

12`

0

l

0

1

85
991,811

40,749
7

2,981,682
217.5002171500

3ふ 199i132

1売     上    高
売    上    高
売 上 値 引 戻 り 高

多

入

原
な

佐

上
たキ再
Ｅ中

期 製 品 製 造 原

末 た な 雷I

上  総  利

用

息
損

費

利

養

外業

払

替

営

支

為

Ｖ

Ⅵl特   別  根   失
固 定 資 産 除 却 損

税 引 前 髯 鶏 純 損 失

法人税、住民税及び事業税

益
息

入

別

別

特

特

収業

禾は取

外

　

収

損

利
不可

失
　
　
益

益

経   常

価
高
高
税
価

計
高

益

当 失

一般 管理費
一般 管理費

損   失

び

び
及
及

業

費
費
売
売
販
販
誉

営
受

雑

Ⅳ

売
期
商

酒
当

合

期

え

<l

●

●T●
T(C
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株式会社 ましかわ社氏の郷

販売費及び一般管理費の計算内

i日

製 造 原 I面 報 告 書

30 1日 力
`ら

7

(単位 :円 )

た な 卸 資 産 の 計 算 内 訳

平成 31年 3月 31日 現在
(単イ立 :円 )

(単位 ;隅〕

く

苺
TKC

客貫金科 目

880
1

8,633,997
1,287,810

２６８
０００
６６４
撤
４００
００６
０‐３
０００
‐６２
８０７
６２３
‐８７
４５０
０００
４４９
２０７
７７２
８２８
２２０
５６‐

３９

５２

‐４

００

観

６４

９６

６２

３４

０５

８５

７８

７２

１

４４

５８

９５

６７

９５

１

４

２

３

２

５

０

１

３

３

３

８

０

　

６

　

２

３

４

１

３

２

２

１

１

７

１

１

　

１

795:916
865,366
673,050

費
費
費
料
酬
与
与
資
費
資
料
費
費
費
費
課
金
費
料
黄
費
費

伝
装
達
数
報
　
　
利
　
却

ス
　
綿
通
熱
公
　
　
　
螂

宣
包
離
手

　

・
給
福
生
償
　
繕
消
交
光
　
付
交
険
　
料
会

告
器
送
払
員
料
　
窟
　
価

．
　

期
信
速
税
　
審
　
爛

広
容
発
支
役
給
雑
法
厚
減
り
修
事
通
水
租
寄
接
保
備
燃
諸

2,0441617
197,465
957,180
112,824
1,6401575

408 9
381732
95,227

559 599

費
高

高

計

高

費

卸

　

　

卸

な

入

　

な

料

料粧士　脱
材

材
料

　

材

期

言

　
　
末

材
期
材

合
期

当

資
金
費
費

費

利

　

務

務
　
福
生

労

定

　

期

労
賃

法
厚

当

費
費
代
料
費
費

課
料
費
費

費

用
高

計
高

価

費
卸

　
節

原

却

公
　
口い
　
線

カ

ス
道
債
繕
　
険
税
　
耗

　

類

価

経
電
ガ
水
減
修

程
保
消
雑

当

当
期

合
期

当

目

瞬中掛

製
半
原
仕
貯

製    品
材     料
(半 成 品 )
蔵    ‐品

金     額
591,835
7,070,149
80,05s,594
3.229,880
559,599
2.691i ICユ _

計 本と,201,810
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株式会社  よしかわ粒氏の郷
株 主資本等 変動計 算 書 平成30年 7月  上自から

(単位 :円〕

くl

1.

株… 主―‐‐‐資・ 本   …Ⅲ
資   本   金

璃翔嘗残高

当期変動額

当,'綴末残高

184,150,000

|:‐

‐
:::lii::・ :|:ユ::事 :「::,:i;'1:i:li::;iti:‐ itit'it':|

利
そ
繰

益 剰 余 金
の他利益兼1余 金

越 和J益 剰 余 金
当獅営残高

当翔変動額
当期純損失

当期来残高

-72,357,434

「

li~ 
「

工~工

IIiエ

エ∴Ⅲ・ 工・ …
:二
|,|::・i:i:|:i:|;|:il!

その他利益剰余金合計
当期首残高

当夢例変動額

当期純損失

当期末残高

-72,357,434

-3.199.182

|

株 主 資 本 合 計
当翔首残高

当期変動額
当期純損失

当期末残高

111,792,566  1

13,199,182
「
a】■9堅_182

H 評価・換算差額等

!~     ~   ・
   108,593,384

0
0

当期首残高

当メ況変動額

当期末残高

題 新 株 予 約 権
当期首残高
当期変動額

当朔末ア女高

０

０

純 資 産 の 部 合 計
当翔音残高

挙翔狭`:動額

当期純損朱

当期末残高

-3.199,182

111,792,566

●
―

 ●T●

TKC
T41359
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株式会社 よしかわ社氏の郷
個 別 注 記 表

平 30

3

篭

0
硝
TKC

I.重要な会計方針に係る事項に関する注記

1,たな節資産の評価基準及び評価方怯
殿終仕入原価法による原価法を採用しております。

2.固定資産の減価償却方法
(1)有形固定資慶

定事法又は隠定率法を採用しております。

ただし、平成 10年 4月 1日 以後に取得した建物 (附属設備を除く)についてはl露定書質法を採用しておりま
す。

(2)無形固定資産

定領携を採用しております。

ただし、白社刈用のノントウェアについて

'ま

、社内における利用期間 (5年)に基づく定額法を採用し
てお ります。 ´

(3)ザ ース資薙

法人税騰の規定に基づくJ―ス期間定額法を採用しております。

3.消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税抜方式を採用しております。

1,貸借対照表等に関する注記

1.有形固定資産の減価償却累計額

団.株主資本等変動計算暮に関する注記

1.発行済株式総数

Ⅳ.―株当たり結報に関する注記

と,一株当たり純資産額は、29148503円 であります。

2,一株当たり当李切縫損失は、863.63用 であります。

148,144,436円

3,683株

以  上

T41359
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…………イ
監
…
査 報
~告
書

私は、平成 30年 7月 1日 から平成 31年 3月 31日 までの第21期事業年度の当該

事業年度に係る事業報告及び計算書類 (貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動

計算書、個別注記表、及びその附属明細書)その他会計に関する一切の証懸|・ 帳簿
及び関係書類を監査いたしました。

監査結果

(1)事業報告書等の監査結果
一  事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正
しく示しているものと認めます。

二  取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反す
る重大な事実は認められません。

三  内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めま
す。また、当該内部統制システムに関する取締役の職務の執行についても、

指摘すべき事項は認められません。

(2)計算書類及びその附属明細書の監査結果
計算書類及びその附属明細書は、会社の財産及び損益の状況をすべて重要

な点において適正に表示しているものと認めます。

以  上

令和/年す月,如

株式会社 よしかわ社氏の郷

監 査 役 と 千
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第22期事業方針及び事業計画について

1 事業方針

弊社は、越後社氏、くびき社氏の支流源の一つである「よしかわ杜氏」が育ん

だ、元禄4年から続く酒造りの歴史をもとに、地元よしかわ産の「五百方石」や「山

‐田錦」の酒米と、ブナ林の伏流水、よしかわ社氏の技術など潤沢で高品質な地域

資源を有し、酒蔵としては創業 1999年と後発であるが、コメ・水・技の全てをよしか

わで完結した日本酒を製造しています。

酒造業界においては、若者を中心に日本酒離れが一層進み、加えてヘビーユ

ーザー層の高齢化や代替品との競争により、日本の国内清酒消費量はピーク時

の半分に減少するなど、経営r衆―境は厳しい状況下にあります。

加えて、製造資材の相次ぐ値上げと10月 に予定されている消費税率の引き上

げを見据え、弊社においても、原価率を再度見直して価格改定を実行し、利益率

を維持することが求められます。

また、良質な日本酒の製造はもちろんのこと、マーケットに受け入れられるため

ラベル・器などを見直し、定番商品の見直しと記念酒企画等の取組や、来場動機

を高めるため自社単独に加え、道の駅関係団体と共催イベントを開催し立ち寄り

来場者アップを図ります。

あわせて、数年来売上が低迷している状況下において、永続的に酒造り文化の

継承と地域経済への貢献のため、今後の経営形態について地域の想いと会社の

在り方について、引き続き関係機関を含め検討いたします。

18



1    2事 業計画

(1)安定的な取引基盤の確立

①生協。」A等の組織団体への新企画商品提案とキャンペーンの実施

②市内外取引店舗への営業強化

③道の駅等試飲販売会や催事でのプロモーションを通した販売促進

(2)新たな需要開拓に向けた取継「

①ホームページネットションピングをリニューアルしネント販売強化

②海外への輸出(ノψ・香港・ベトナム等)

③デパート等ネットワークを活用したマィケントの構築

④雪室仕込みのセット商品化と販売先の拡大

⑤大手通販サイト(アマゾン他)との取引拡大

(3)店舗売上向上の推進

①観光酒蔵としての情報発信と近県旅行会社へのセールス

②立ち寄り団体集客のため近隣ホテルヘの営業強化

③定例的に自社及び道の駅関係団体との共催イベントの開催

④商品構成。陳列の整理と積極的なセールストークの実践

⑤販売促連物の制作とメデイアヘの告知

(4)組織の活性化

①社員の横断的業務の実施による効率化の推進

②施設内外の衛生管理と整理整頓の実施

③損益計画目標に対しての検証と実行

19



項 目 1   内訳 当期計画 構成比 構成比 平成31年 3月 31日決算

上高 追部Fヨ

店部門

その他部門

売上合計

77.920 83.8% 54,1 82.0%

1 12.90祐 81255 12.5,l

3,036 3.3%‐ 3,658 5.50XI

92,956 1 66.0171 100.0%

費 首棚卸高

品仕入高

た 税

材料仕入高

消耗品費

期末棚卸高

変動費合計

41!511 39,342

7!800 5,489

5:600 3,706

18,600 141475

21100 1,640

41.535 41,511

34,076 36.7% 231641 35.8%

限界利益

限界利益合計

51,644 66.3% 35,905 66.4%

4,200. 35,Ol` 2i810 34.0%

8,036 100.0% 3,653 100。0%

58,880 63,3,色 100,0,l 42.373- 64.2% |11000X

1歯

定費

固定費計

1,620

23,062

1`452

17.149

5,078 3,736

29,760 32.0% 50.5,l 22,337 33.3% 52.71`

41839

19,052

3,725

16,238

…1.006 -951

22,885 24,6,l 38.9X 19,012 23.8% 44.9X

4,284 3,141

1,433 8

5,717 6.2% 9.711 4,005: 6.1,l 9.5%

58,362 45:354

経常利益 518 0.6% 0,9% -2,981 -4.5,l -7.09`

目標変動損益計算書
第22期 (平成31年4月 1～令和2年 3月 31日 )

(単位 :千円)

20


